岐阜県中学生創造ものづくり教育フェア大会　2020
『豊かな生活を創るアイデアバッグ』コンクール 大会要項

新型コロナウイルス感染症の感染予防として、今年度の大会は各競技とも会場を利用したコンテストは実施しません。生徒が集まっての競技ではなく、レポートや作品で競い合う形で大会を開催します。
また、表彰式は行わず、結果については該当学校、本人への通知と、岐阜県教育委員会、岐阜県中学校技術・家庭科研究部会のホームページに掲載します。（賞状は郵送で各学校へ送付予定）

１．主　催　　　岐阜県教育委員会（学校支援課）
　	　　　　岐阜県小中学校教育研究会中学校技術・家庭科研究部会

２．後　援　　　申請中

３．目　的
（１）技術・家庭科で習得した知識や技能を生かした被服作品等の設計、製作を通して、ものをつくる喜びを味わう機会とする。
（２）自分や家族の生活をより豊かにするために、個性や工夫を生かした製作の目的を明確にすることにより、製作や活用の喜びを味わう機会とする。
（３）製作を通して、ものを大切にする心や成就感、自分や家族の生活を豊かにすることの大切さを実感する機会とする。

[bookmark: _GoBack]４．応募締切　　令和２年１０月２７日（火）

５．参加費　　　不要

６．応募先　　 可児市立西可児中学校　　村上　明子（むらかみ　あきこ）
　　　　  　　　　〒509‐0258　　可児市若葉台７丁目１番地
　　　　 　 　　　TEL  0574(65)6835    FAX   0574(69)0096
            　　　E-mail   nishikani@school.city.kani.gifu.jp

７．競技の概要
・生活や社会で活用できるバックであることを前提に、個性や工夫を生かした製作品を募集する。
・会場での製作は実施せず、目的や工夫点、主張点、写真等をレポートにまとめる。
・作品及びレポートによる審査を実施する。　

８．競技の課題および課題製作上の注意点について
（１） 競技の課題について 
『バッグ（ショルダーバッグ，トートバッグ，リュックサックなど）』とする。 
（２） 使用する布について 
・バッグ本体の全部または，一部に，家庭にある自分または，家族の衣服を用いる。その他，衣服以外
　の布等も使ってよい。 
・使用する衣服又は布等は，家庭用ミシンの１１番もしくは１４番のミシン針で縫える程度の厚さの　
　ものとする。 
（３） デザイン及び機能について 
・衣服の一部をそのままの形で1つ以上活用する。 
　　（例えば：ポケットやボタン等をそのまま利用する など） 
・『バッグ』の口を閉じられるようにして，中身が出ない工夫をする。 
（４） 縫製について 
・入れるものに必要な強度が保たれるように，布目の方向や縫い目の大きさ及び縫い代の始末の仕方
　などを工夫する。 
・バッグのいずれかの部分にまつり縫いを取り入れる。 
・ポケットは，必ず１つ以上付ける。（衣服のポケットを再利用しても，自分で作成してもよい。） 
・スナップは，必ず１つ以上付ける。 
・ボタンを付けることも可能。 
（５） 製作レポートについて 
・製作レポートＡには，「テーマ」，「構想」，「自分や家族の生活を豊かにする視点」，
　　「私にとってのものづくりの視点」と「衣服の再利用の工夫（どの部分をどのように 活用するか）」
　　その理由を明記すること。また，まつり縫い・スナップを取り入れた部分を明記すること。 
・製作レポートＡは規定の用紙を用いることとし，必ず手書きをすること。
　・製作レポートＢは、以下の２点について、Ａ４用紙１～２枚程度に写真を貼り、主張点があれば簡潔にまとめて書き、提出すること。写真の点数やサイズ、まとめ方等は自由とする。
1 製作過程（しるしつけ、裁断、ミシン縫い、まつり縫い）の様子
2 バッグに込められた願いや工夫点がよく表れている部分
※物を実際に入れた状態で撮影してもよい。
（６）提出について
　　　応募一覧表及び完成作品、製作レポートＡ・Ｂ（Ａ４片面カラー印刷　各２部）とする。

※審査後返却するのは、作品のみといたします。
※「競技の課題および課題製作上の注意点について」は、令和元年度に行われた全国大会の要項に基づき決定しています。
　　　　　　　　










岐阜県中学生創造ものづくり教育フェア大会　2020
『豊かな生活を創るアイディアバッグ』応募一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立　　　　　　　　　　　中学校

	学　年
	氏名（ふりがな）
※大会冊子等に記載します。間違いのないようお願いします。

	


	



	


	



	


	



	


	



	


	



	


	



	指導担当教員名（ふりがな）


	担当教科



	連絡先住所

〒



	連絡先電話番号



FAX


	メールアドレス



　　　　 ※　応募者多数の場合は複写して下さい。
         ※　ＦＡＸ、メールでご連絡させていただくことがあります。必ずご記入下さい。
